
ごみの分別にご協力をお願いします！！

環境部資源循環課
TEL：0270-27-2732

～「混ぜればごみ」
「分ければ資源」～

・プラスチックはパレットやプランター
・古紙はノートやトイレットペーパー
分別すれば大切な資源として再利用でき
ます。

～分別が、私たちの
「大切な税金」を守る～

・ごみ処理には莫大な税金がかかります
分別すればごみが減り、処理費用を節約
できます。

～ごみの分別が必要な３つの理由～

～私たちの「安全」と「いせさきの未来」のために～

・最終処分場を長持ちさせる
・貴重な資源を循環させ、

豊かな自然を守る

・収集車や清掃施設の火災を
防ぎ、作業員の安全を守る

分別することで、安全なごみ処理を維持・管理することができ、
いせさきを次世代へつなげていくことができます。

ごみ全体量の６０％ を

資源として再生利用！！

絶対混ぜないで！危険物！

①資源の有効利用

②税金の有効活用

③環境保全と安全

回覧



伊勢崎市のごみ処理状況（令和６年度）

1人1日あたりの
ごみ排出量

リサイクル率

伊勢崎
市

９１５ｇ ９.８％
(県内35市町村中17位) (県内35市町村中27位)

群馬県 ９３０ｇ １３.５％
(全国47都道府県中41位)(全国47都道府県中41位)

全国平均 ８３９ｇ １９.３％ ※令和６年度都道府県別・市町村別１人１日
当たり排出量及びリサイクル率の状況より

ごみ排出量 １７位

もえるごみ

60,053 

もえないごみ、

有害・危険物

2,188 

粗大ごみ 2,759 
資源 5,251 

集団回収 534 
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ｔ
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紙類

30.5

合成樹脂類

15.8

生ごみ

44.3

木・竹・藁類

4.0

布類 3.0

不燃物類 0.6 ゴム・皮革類 0.4

その他 1.4
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品目別のごみ量 もえるごみの組成調査

リサイクル率 ２７位

地球温暖化対策実行計画

市域の地区から排出される温室効果ガス

２０４０年度に ７３％削減

２０５０年度までに １００％削減

延命化を図りながら埋立て

２０３４年度までの
利用を想定 あと約８年

※県内３５市町村中

最終処分場の埋立

％

％

単位：ｔ（トン） 単位：％

※令和６年度もえるごみの組成調査
清掃リサイクルセンター２１搬入分より※令和６年度ごみの排出量より

ここがPoint！


